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住民のみなさまへ

　みさき公園は、昭和32年（1957年）に開園以
来、約62年間にわたり多くの来園者を迎えるな
ど、本町の賑わい・交流の重要拠点となっており
ます。
　しかし、公園を運営する南海電気鉄道株式会
社（以下「南海」という。）からは、年間来園者数が
ピーク時の半分の約36万人となるなど、減少傾
向が止まらず、また、公園に係る収支状況も10年
以上にわたり営業赤字となっている旨の報告があ
りました。
　こうした中、南海はみさき公園事業からの撤
退に関する文書（本年3月26日付）を本町に提出
し、令和2年（2020年）3月末もって、公園事業か
ら撤退する方針を表明しました。
　この方針を受け本町は、南海撤退後も公園存
続を最優先と考え、後継事業者の確保を第一に、
併せて、今般の撤退に伴う関連事業者、従業員お
よび動物等について、南海の責任ある適切な対
応を求めるなど、円滑な撤退に向けた協議を開始
しました。
　この協議において本町は、都市公園を存続さ
せるために、南海の所有地である公園用地の無
償譲渡を求めております。この無償譲渡について
は次のとおり考えております。
　みさき公園は、本町が南海から使用貸借契約
により公園用地を借り入れ、本町が「公園管理者」
となることにより、南海に対して公園施設の設置
並びに維持管理を許可する「借地公園」となって
おります。
　また、みさき公園は、本町と南海との契約書に
基づき、南海は公園用地を第三者に譲渡、または
貸与しないのはもちろんこれを公園施設以外の
目的に使用しないことになっております。
　今般の撤退は、都市公園の廃止に繋がり、本
町が持つ公園管理者としての権限が無くなること
になります。また、将来、みさき公園用地が第三者

による公園以外の土地利用の可能性も排除でき
ないことなどから、本町のこれからのまちづくりを
考慮し、公園存続のためには、公園用地の町有
地化が必要と判断したものであります。
　そのため、本町は南海に対し、公園用地の無償
譲渡、地元事業者への継続発注や公園使用料の
考え方など後継事業者に係る条件を提示し、後
継事業者の確保を要望いたしました。
　その後、南海から後継事業者に関する報告及
び閉園準備について（本年7月10日付）の文書が
本町に提出されました。
　この文書において、南海は後継事業者の確保
に向けて情報収集を行い、4社が関心を示しまし
た。うち3社については、条件交渉を行うには至ら
なかったが、残る1社は、様々な活性化策を検討
し事業意欲を示したものの、事業継続の安定性
を確保するため、公園用地の自社所有を主張し、
当該用地の町有地化を条件とする本町の条件
に合致しないことから、後継事業者が確保できな
かった経過が報告されました。
　これに対して、本町は、公園用地の町有地化を
基本方針とすることから、この報告内容はやむを
得ない結果と判断するも、公園存続を最優先する
考えに変わりなく、引き続き後継事業者の確保に
向け努力するよう南海に要望しました。
　また、南海からは、関連事業者や従業員等と公
園撤退後の具体的な対応について、速やかに協
議を進める旨の報告がありました。
　以上、南海のみさき公園運営からの撤退に係る
経過およびこれに対する本町の考え方などをご説
明させていただきました。本町は、みさき公園が持
つ集客機能と賑わい拠点となっている重要性を踏
まえ、速やかに閉園後の新規運営内容等を明らか
にするとともに、本町にとってなくてはならない「新
たなみさき公園」を目指す方針であります。 

（担当：まちづくり戦略室町長公室担当）

みさき公園撤退問題に対する町の対応方針等について
（ご報告）

2令和元年（2019年）11月号



教
育
長
に

古
橋
重
和
が

就
任
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
第
３
回
岬

町
議
会
定
例
会（
９
月
）に

お
い
て
、議
会
の
同
意
を

得
て
、10
月
１
日
付
け
で

教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
古
橋
重
和
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
変
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
、改
め
て
職
責
の
重
さ

を
痛
感
し
、身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
で
は「
岬
町
第
４

次
総
合
計
画
」に
お
け
る

基
本
政
策
の
一
つ
で
あ
る

子
育
て
・
教
育
・
文
化
の

分
野
を
総
合
的
に
捉
え
、

重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

を
定
め
た「
岬
町
教
育
大

綱
」を
策
定
し
、町
長
部
局

と
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
っ
て
教
育
関
連
施
策
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。そ
の
実
現
に

向
け
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
全
力
で
取
り
組
み
、最

善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
育
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、ス
ピ
ー
ド

感
と
緊
張
感
を
持
ち
な
が

ら
、課
題
の
解
決
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
、み
な
さ
ま
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

岬
町
教
育
委
員
会 

教
育
長
　
古
橋 

重
和

　

引
き
続
き
副
町
長
の
職

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。改

め
て
身
に
余
る
光
栄
と
と

も
に
、身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
２
期
８
年
の
間
、副
町

長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。田
代
堯

町
長
と
と
も
に
、職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
改
革
の
成
果
が
着
実
に

表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

本
町
が
抱
え
る
課
題
は
ま

だ
ま
だ
山
積
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、町

長
が
掲
げ
る「
日
本
一
温
か

み
の
あ
る
ま
ち
」を
目
指

し
て
、住
民
の
み
な
さ
ま
に

「
岬
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」、「
岬
町
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
」、「
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
」と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、引
き
続
き

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。今
後
も
、総

合
計
画
で
掲
げ
る
将
来
像

で
あ
る「
豊
か
な
自
然 

心

か
よ
う
温
も
り
の
ま
ち“
み

さ
き
”」の
実
現
の
た
め
、町

長
の
指
導
の
も
と
、こ
の
素

晴
ら
し
い
岬
町
を
よ
り
良

い
ま
ち
と
す
る
た
め
、全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

指
導
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
町
長 
　
中
口 

守
可

中
口
副
町
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、令
和
元
年
第
３

回
岬
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、次
の
方
々
が
ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

■
岬
町
教
育
委
員
会
委
員    

奥
野
早
苗
氏

■
岬
町
公
平
委
員
会
委
員

四
至
本
晴
夫
氏
、西
本
幹

生
氏
、北
村
登
秀
氏

■
淡
輪
地
区
財
産
区
管
理

委
員

北
風
眞
幸
氏
、坂
下
博
紀

氏
、鴫
本
茂
夫
氏
、多
賀
井

武
氏
、髙
木
曻
氏
、中
塩
路

吉
彦
氏
、渕
原
晴
治
氏

■
深
日
地
区
財
産
区
管
理

委
員

上
村
一
弘
氏
、太
田
義
三

氏
、谷
口
州
司
氏
、松
下
一

雄
氏
、松
本
一
氏
、南
定
七

氏
、南
繁
雄
氏

■
多
奈
川
地
区
財
産
区
管

理
委
員

貴
治
林
作
氏
、木
曽
肇
氏
、

里
中
榮
治
氏
、田
中
悟
氏
、

辻
川
壽
則
氏
、辻
河
俊
彦

氏
、廣
田
直
久
氏

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
、教
育

委
員
会
事
務
局
、総
務
課

■
就
任
あ
い
さ
つ

■
就
任
あ
い
さ
つ

まちのできごと

3 令和元年（2019年）11月号



平成30年度 岬町の決算状況
　平成30年度の一般会計（福祉・教育など行政サービスを提供するために必要な経費を経理す
る会計）は、歳入が93億7,530万円、歳出が92億3,693万円、翌年度に繰越すべき財源7,764万
円を差し引いた実質収支は6,073万円の黒字で決算しました。
▶問合せ／財政改革課 ☎492-2780

歳入の概要
　町営緑ヶ丘住宅建設事業費の減少等により国庫支出金が減少するとともに、岬ゆめ・みらい寄附金
が引き続き多くの寄附をいただいたものの、減少したことで寄附金も減少しました。また、水道事業の
経営健全化のために財政調整基金を活用し水道事業会計に貸付を実施したため繰入金が、深日港・
洲本港を結ぶ広域サイクル・ツーリズム事業費の増加等により諸収入がいずれも増加しました。
　一方、町税については、固定資産税やたばこ税は減少したものの、多奈川地区多目的公園への進
出企業に係る法人税割等が増加したことから、前年度に続き町税全体で増加となっています。

〔町税〕
20億6,866万円 
（22.1%）

〔繰入金〕
10億7,839万円 
（11.5%）

〔寄附金〕
8億7,920万円 
（9.4%）

〔諸収入〕
1億8,360万円（2.0%）

〔その他〕
3億160万円（3.1%）

〔地方交付税〕
19億4,534万円（20.8%）

〔町債〕
11億1,291万円
（11.9%）

〔国庫支出金〕
8億8,375万円
（9.4%）

〔府支出金〕
5億1,995万円（5.5%）

〔譲与税および交付金〕
4億190万円（4.3%）

自主財源
48.1%依存財源

51.9%

歳入合計 93億7,530万円
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歳出の概要
　町営緑ヶ丘住宅建設事業費の減少等により普通建設事業費が、ふるさと納税に伴う寄附金の減
少等により積立金が、いずれも減少しています。人件費についても職員給が増加したものの、退職金
の減少により全体で減少しました。
　一方、水道事業の経営健全化のため水道事業会計に貸付を実施したため、貸付金が増加してい
ます。また、深日港・洲本港を結ぶ広域サイクル・ツーリズム事業費の増加や旧深日保育所の解体撤
去事業費の増加等により、物件費が増加しました。

〔物件費〕
14億8,662万円 
（16.1%）

〔人件費〕
13億4,280万円 
（14.5%）

〔普通建設事業費〕
11億4,305万円 
（12.4%）

〔補助費等〕
9億3,715万円 
（10.1%）

〔繰出金〕
11億1,103万円 
（12.0%）

〔積立金〕
9億3,054万円 
（10.1%）

〔公債費〕
8億4,836万円 
（9.2%）

〔扶助費〕
8億9,419万円 
（9.7%）

〔その他〕
5億4,319万円 （5.9%）

▼歳出（目的別）

民生費 総務費 土木費 諸支出金 衛生費

22億8,657万円 
（24.8%）

15億8,411万円 
（17.1%）

13億7,971万円 
（14.9%）

9億3,054万円 
（10.1%）

9億170万円 
（9.8%）

公債費 教育費 消防費 その他

8億4,836万円 
（9.2%）

4億1,646万円 
（4.5%）

4億556万円
（4.4%）

4億8,392万円
（5.2%）

歳出合計 92億3,693万円（性質別）
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岬町はどんなことしているの？
平成30年度の主要事業紹介

■広域サイクル・ツーリズム事業
9,564万円

　深日港活性化の取り組みを進めるため、岬町と洲
本市を結ぶ旅客船を運航し、サイクル・ツーリズムに
よって新たな人の流れを創出することで、まちの賑わ
いづくりに努めました。

■淡輪小学校ブランコ更新事業
209万円

　子ども達が安全安心な学校生活を送れるよう、老
朽化した淡輪小学校のブランコを更新しました。

■深日小学校トイレ改修事業
104万円

　深日小学校の老朽化しているトイレの改修を行うこ
とにより、子どもたちの教育環境の改善とトイレ洋式
化率の向上に努めました。

■防災行政無線整備事業
1億2,917万円

　無線設備規則の改正により、令和4年11月30日に
現在の防災行政無線機が使用できなくなるため、平
成28年度より整備を行っております。平成30年度に
は親局・中継局舎の整備、屋外拡声子局の一部整
備等を行いました。
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■その他の主要事業一覧（施策体系別主要事業別）

【基本政策1】 みんなで進めるまちづくり（協働・人権・行財政）

新規 まちづくりエディター事業 「まちづくりエディター」2名を受け入れ、本町への移住・定住や空家活
用、農漁業の活性化など地域課題の克服に取り組んだ。 601

拡充 地方創生総合戦略事業
人口の定住を図り、地域の活力を維持するため、まちの魅力発信を行
うレポーターの養成や、多奈川線沿線活性化イベントに取り組むこと
で地域課題の解決に努めた。

1,411

【基本政策2】 一人ひとりの“子どもが”“親が”輝き、文化を育むまちづくり（子育て・教育・文化）

新規
いきいきパークみさき（多
奈川地区多目的公園）大
型遊具等設置事業

いきいきパークみさき内の「実りの森広場」に、クラウドファンディングで
全国からいただいた寄附により、大型複合遊具およびベビーベット等
を備えたトイレなどを整備した。

5,070

新規 保育料第2子以降の
無償化

保育所、幼稚園、認定こども園の第2子以降の保育料を無償化すること
で、保護者の負担軽減を図り、子育てしやすい環境づくりを推進した。 1,122

新規 岬の歴史館整備事業 歴史館の講堂に空調を設置することで利便性の向上を図るとともに、
町の歴史遺産などを展示するため、1室を特別展示室に改修した。 156

拡充 旧深日保育所解体撤去
事業

平成28年4月の深日保育所の移設に伴い、解体撤去工事を実施
した。 3,947

【基本政策3】 誰もが元気でいきいきと暮らせるまちづくり（健康・福祉）

新規 新生児聴覚検査の実施 新生児期に聴覚検査を行うことで、先天性の聴覚障害の早期発見・
早期療育を図った。 14

拡充 産後ケアの充実 ショートステイ、デイサービス、短期デイサービスを実施することで、産後
ケアの充実に努めた。 29

拡充 胃がん検診（内視鏡検査）
の導入

従来のバリウム検査に加えて、内視鏡検査を導入することで検診の充
実に努めた。 30

【基本政策4】 新たな活力の創造と心うるおう観光まちづくり（産業・観光）

新規 FM和歌山サテライト
スタジオ整備事業

第二阪和国道の開通により、和歌山方面から多くの人々の訪問が見込
まれることから、道の駅「みさき」にFM和歌山サテライトスタジオを設置
することでまちのPRに努めた。

73

【基本政策5】 豊かな自然の中で安心して暮らせるまちづくり（環境・地域安全）

新規 ごみ処理施設整備事業 経年により損傷が著しい排ガス冷却熱交換機の更新工事を行うこと
で焼却能力の維持に努めた。 6,508

新規 消防団車輌整備事業 老朽化したポンプ付積載車から新たに可搬ポンプ積載車に更新するこ
とで、地域の消防力の充実に努めた。 554

新規 災害用物資
（ブルーシート）の配布

台風21号の発生により家屋等の被害を受けた住民に対して、災害物
資供給協定に基づき、協力業者から調達した物資を配布した。 402

拡充 コミュニティバス運行事業
町が運行主体となっているコミュニティバスについて、通勤・通学およ
び主要な公共施設などへの交通手段として運行した。平成30年度は、
ダイヤの改善および利便性の向上を図った。

7,003

【基本政策6】 安全で快適な暮らしを守るまちづくり（都市基盤）

拡充 町道多奈川歴史街道線
整備事業

歴史的文化施設である興善寺、理智院、産土神社の魅力発信ととも
に、観光訪問者増加につなげるため、道路整備工事を行った。 5,380

拡充 町道西畑線整備事業 西畑池谷地区内の町道の幅員拡大を行うため、用地買収および実施
設計等を行った。 4,580

町営緑ヶ丘住宅建設事業 PFIの手法を活用して町営緑ヶ丘住宅の建替え事業を実施するにあた
り、平成30年度は、既存建物解体撤去、余剰地整備等を実施した。 34,128

町道海岸連絡線
整備事業

町道畑山線から第二阪和国道淡輪ランプを結ぶ防災避難道路を整
備するため、平成30年度は道路整備工事等を行った。 30,173

決算額
単位：万円新規…新規事業　拡充…平成30年度から一部を拡充した事業凡例
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基金は、条例の定めるところにより、特定の目的のために財産を維持したり、資金を積み立てたり、定額の資金を運用するために設けられています。岬
町では財政運営の健全化に資するために毎年度積立を実施しており、平成30年度末の基金現在高は15億748万円です。

（注）財産区は、昭和30年に深日町、多奈川町、淡輪村、孝子村が合併し岬町が誕生した際、旧町村が所有していた土地・財産を引き続き管理・処分
するために設置された行政組織をいいます。本町では、現在淡輪、深日、多奈川の３つの組織があり、平成30年度は財産区会計から集会所の改修や
小学校の改修など一般会計に4,106万円を支出しています。

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、４
つ
の

指
標
か
ら
な
り
、そ
の
う
ち
１
つ
で

も
基
準
以
上
に
な
れ
ば
財
政
の
早

期
健
全
化
団
体
と
な
り
、議
会
の

議
決
を
経
て
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
公
表
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、資
金
不
足
比
率
は
、公

営
企
業
の
経
営
の
健
全
度
を
示
す

指
標
で
、基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
公

表
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
30
年
度
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
の
比
率
に
つ
き
ま
し
て
も
、

財
政
健
全
化
の
た
め
の
計
画
の
策

定
が
必
要
と
な
る
早
期
健
全
化
基

準
・
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
り

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、引
き
続
き
財
政
の

健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率

■基金の現在高（一般会計）

■会計別決算の状況

基　　　金
29年度末 30年度中の増減 30年度末

現在高 取崩し額 積立金 現在高
財政調整基金 8億4,129万円 2億3,000万円 3,027万円 6億4,156万円
減債基金 3,846万円 0万円 1万円 3,847万円
その他特定目的基金 7億3,453万円 8億734万円 9億26万円 8億2,745万円

内
　
訳

公共施設整備基金 1億3,704万円 0万円 5万円 1億3,709万円
地域福祉基金 3,286万円 3,286万円 0万円 0万円
海釣り公園管理基金 3,578万円 818万円 701万円 3,461万円
多奈川地区多目的公園管理基金 1億5,026万円 906万円 1,525万円 1億5,645万円
岬ゆめ・みらい基金 3億7,859万円 7億5,724万円 8億7,795万円 4億9,930万円

合　　　計 16億1,428万円 10億3,734万円 9億3,054万円 15億748万円

会　　　計 歳入額 歳出額 差引額
一般会計 93億7,530万円 92億3,693万円 1億3,837万円

特
別
会
計

国民健康保険 26億675万円 25億2,539万円 8,136万円
後期高齢者医療 2億8,550万円 2億8,008万円 542万円
下水道事業 6億6,475万円 6億6,475万円 0万円
漁業集落排水事業 1,917万円 1,917万円 0万円
介護保険 19億5,024万円 18億7,045万円 　7,979万円
淡輪財産区（注） 488万円 488万円 0万円
深日財産区（注） 4,344万円 4,344万円 0万円
多奈川財産区（注） 4,327万円 4,327万円 0万円

特別会計合計 56億1,800万円 54億5,143万円 1億6,657万円

※赤字額、資金不足額がない場合は、「－」と表記しています。
※本町の早期健全化基準、経営健全化基準を（　）に記載しています。	

《各指標について》
○実質赤字比率 	  �一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すもの
○連結実質赤字比率 	  �すべての会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体全

体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体の財政
運営の深刻度を示すもの

○実質公債費比率 	  �一般会計等が負担する借入金（地方債）の返済額およびこれ
に準ずる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すもの

○将来負担比率 	  �一般会計等の借入金（地方債）や将来支払うことになる可能性
のある負担等について、現時点での程度を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性が高いかどうかを示すもの

○資金不足比率 	  �各公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の
規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもの

健全化判断比率

資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
－

（15.00）
－

（20.00）
12.4

（25.0）
115.2

（350.0）

水道事業会計 下水道事業特別会計 漁業集落排水
事業特別会計

－
（20.0）

－
（20.0）

－
（20.0）
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　岬町の財政状況を身近に感じていただくため、平成30年度の一般会計の決算を2,000分の1に縮小して家計簿に置
き換えてみました。

収入 支出

給料

実家からの援助

借金

町税、分担金・負担
金、使用料・手数料
などの自主財源

地方交付税、
譲与税・交付金、
国・府支出金など
の依存財源

町債

461万8千円計468万8千円計

繰入金
（財政調整基金）

167万4千円

187万6千円

55万6千円

1万2千円

繰入金
（財産区など）

繰越金

繰出金

投資的経費
（普通建設事業等）

積立金

人件費

物件費

扶助費

公債費

維持補修費

補助費等・出資金
貸付金等

52万8千円

貯金の取り崩し

貯金の取り崩し

4万2千円

67万1千円

74万3千円

44万7千円

42万4千円

6万1千円

前年からの繰越金

食費

電気・水道代など日常生活費

医療費・介護費用など

ローン返済

家・車の修理代

56万9千円

お祝い金・小遣いなど

55万6千円

子どもへの仕送り

68万2千円

家の増築、車の購入代など

46万5千円

貯金

■家計簿にしてみると

○収入は 	  �景気が回復基調にあると言われるものの、勤め先の会社の業績は思わしくなく、給料はあがりませんでした。このこと
から実家からの援助等により補てんすることとなり、依然として厳しい状況が続いています。

○支出は 	  �食費や日常生活費などを切り詰めていますが、家の購入などで借金をしてきたために、ローンの返済が家計に大きな
影響を与え火の車の状態です。さらに医療費・介護費用などはこれからもさらに増えていく見込みです。

○これからについて 	  �古くなった家も改修する必要があり、高齢化により医療費や介護費用もますます増加する見込みです。一方で給料の
増加は期待できない状況です。貯金も低い水準にあることから、今後より一層、食費や日常生活費、子どもへの仕送
りについて見直さなければなりません。

　　　　　　　　　　以上のように岬町の家計は非常に厳しい状況です。これは長い景気の低迷で収入が伸び悩む反面、住民の福祉
　　　　　　　　　　や利便性の向上のために欠かせない投資を続けたために家計が苦しくなったと言えます。
　　　　　　　　　　岬町の厳しい財政を考えると、今後一層の事務事業の見直しや経費の節減など必要な行財政改革を行いながら
　　　　　　　　　　町政運営を行っていく必要があります。
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み
な
さ
ん
が
納
め
た
貴
重
な
税

金
や
国
・
府
な
ど
か
ら
の
お
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、年
２
回
、財

政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の

上
半
期
に
お
け
る
歳
入
歳
出
予
算

の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

総
合
計
画
に
示
さ
れ
た『
豊
か
な
自

然
心
か
よ
う
温
も
り
の
ま
ち“
み
さ

き
”』を
推
進
す
る
た
め
、な
お
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
が
各
種
の
事
業
を
行
っ
て
い

く
う
え
で
必
要
な
経
費
の
大
部
分

は
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
直
接
ま
た

は
間
接
の
負
担
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、町
税
を
は

じ
め
と
し
て
町
の
施
設
の
使
用
料

や
各
種
の
手
数
料
、分
担
金
な
ど

で
す
。

　

と
り
わ
け
町
税
は
、20
億
５
８
１

５
万
円
で
全
体
の
25
・
９
％
を
占

め
、住
民
一
人
あ
た
り
の
額
で
み
る

と
、13
万
４
２
８
円
と
な
り
ま
す
。

◆
住
民
の
負
担
の
状
況

◆
財
政
事
情
の
公
表

　町債とは、地方公共団体が資金調達のために負担する債務
で、その返済が1会計年度を超えて行われるものをいいます。
　令和元年9月末における町債の現在高は、72億2,168万円
となっています。

上半期予算額79億5,516万円のうち、
収入済額31億6,611万円（39.8%）

歳入

町税
【予算】20億5,815万円 【収入済】12億5,556万円（61.0%）

地方交付税
【予算】19億7,728万円 【収入済】13億23万円（65.8%）

国庫支出金
【予算】9億7,715万円 【収入済】1億6,773万円（17.2%）

町債
【予算】9億6,065万円 【収入済】0万円（0%）

繰入金
【予算】5億744万円 【収入済】0億円（0%）

府支出金
【予算】5億7,367万円 【収入済】6,193万円（10.8%）

その他
【予算】9億82万円 【収入済】3億8,066万円（42.3%）

上半期予算額79億5,516万円のうち、
支出済額28億2,900万円（35.6%）

歳出

民生費
【予算】24億4,033万円 【支出済】7億7,110万円（31.6%）

土木費
【予算】13億3,102万円 【支出済】2億1,192万円（15.9%）

総務費
【予算】12億7,769万円 【支出済】4億5,581万円（35.7%）

衛生費
【予算】7億4,697万円 【支出済】3億1,723万円（42.5%）

公債費
【予算】8億3,212万円 【支出済】4億2,032万円（50.5%）

教育費
【予算】4億6,275万円 【支出済】1億7,518万円（37.9%）

その他
【予算】8億6,428万円 【支出済】4億7,744万円（55.2%）

　グラフのうち は収入（支出）済額、 は予算
額、%は収入（支出）済率

令和元年度 上半期の財政事情

■特別会計の執行状況

■町債の現在高（一般会計）

■一般会計の執行状況

会計 予算現額 収入済額 執行率支出済額

国民健康保険 27億3,900万円 8億7,418万円 31.9%
8億5,884万円 31.4%

後期高齢者医療 3億299万円 9,792万円 32.3%
9,439万円 31.2%

下水道事業 6億5,649万円 211万円 0.2%
2億8,519万円 43.4%

漁業集落排水事業 1,468万円 50万円 3.4%
590万円 40.2%

介護保険 19億9,838万円 8億3,174万円 41.6%
7億9,598万円 39.8%

75億
2,168万円

〔臨時財政対策債〕
34億8,494万円 
 （46.3%）

〔一般単独〕
10億4,184万円
（13.8%）

〔公営住宅〕
9億8,890万円
（13.1%）

〔教育・福祉施設等〕
4億7,027万円
（6.3%）

〔公共事業等〕
4億8,537万円
（6.5%）

〔府貸付金〕
3億2,304万円
（4.3%）

〔減税補てん債〕
5,042万円
（0.7%）

〔その他〕
6億7,690万円
（9.0%）

▶問合せ／財政課 ☎492-2780
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まちのできごと

　長年、淡輪財産区の管理委員をしていただいた奥出
晃さんと多奈川財産区の管理委員をしていただいた辻
瀬工さんが平成31年3月31日をもって委員を退任され
たため、町長より感謝状を贈呈しました。

▶問合せ／総務課 ☎492-2721

退任された財産区管理委員さんに
感謝状を贈呈しました

　第57回大阪府スポーツ少年大会バドミントン競技の部
が8月31日（土）守口市市民体育館で開催されました。
　岬バドミントンジュニアは6部門中2部門で優勝をはじ
め、以下のとおり優秀な成績を収めました。おめでとうご
ざいます。

▶問合せ／生涯学習課 ☎492-2715

岬バドミントンジュニア
スポーツ少年団が大活躍！！

小学3・4年女子ダブルス
（優勝）辻口 星南・今田 伶奈
（2位）橘 美羽・今井 星来　
（3位）木津 心優・中村 結寿
（3位）和田 月・小松 結亜

小学5・6年女子ダブルス （2位）坂 心結・小松 星奈
（3位）溝口 結菜・坂 心結

小学3・4年男子シングルス （2位）榎谷 涼

小学5・6年男子シングルス （3位）中川 星夜

中学男子シングルス （優勝）寺田 開翔
（2位）小松 晴　

　道の駅みさきの指定管理者である株式会社プラス様
より、レジ袋の販売に伴う収益金79,179円を「地球温

株式会社プラス様より
寄附をいただきました

暖化対策事業に活用いただきたい」と寄附いただきまし
た。いただいた寄附金につきましては、株式会社プラス
様の地域温暖化対策の趣旨に添う事業に活用させてい
ただきます。
▶問合せ／産業観光促進課 ☎492-2749

奥出 晃さん

辻 瀬工さん
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まちのできごと

　※今回の最終集積場所は深日小学校です。
　深日小学校PTA主催の廃品回収を行いますので、ご
協力いただける方は、当日の朝8時までに、深日地区各

集積場所へお出しください。
　みなさまのご協力をお願いします。
▶日時／11月10日（日）8時〜10時 ※雨天決行
▶回収物／新聞紙・ボロ（古着）・段ボール・雑誌・アルミ
缶 ※布団類は、回収できません。
▶問合せ／深日小学校 ☎492-2051

深日小PTA主催 廃品回収

　新聞紙、雑誌、ダンボール、牛乳パックなどの紙類、ア
ルミ缶などの回収を行います。ご協力いただける方は、当
日の朝8時までに、各地区の集積場にお出しください。
　また、牛乳パックはトイレットペーパーにリサイクルして
いますので、切り開いて廃品回収時に出していただけれ
ば幸いです。

　また、当日朝9時の段階で廃品を回収できていない場
合、学校までご連絡いただけますと幸いです。
　みなさまのご協力をお願いします。
▶日時／11月10日（日）8時までにお出しください。※小
雨決行
▶集積場所／各地区のゴミの集積場
▶予備日／11月17日（日）
▶問合せ／淡輪小学校 ☎494-3068

淡輪小PTA主催 廃品回収

○関空展望ホール スカイビュー 関西国際空港
https://www.kansai-airport.or.jp/shop-and-
dine/skyview
○関空展望ホール スカイビュー(公式Instagram)
https://www.instagram.com/skyview_kix/
○関空展望ホール スカイビュー(公式Twitter)
https://twitter.com/skyview_KIX
○関空展望ホール スカイショップタウン(公式
Instagram)
https://www.instagram.com/sst_kix/

▶問合せ／関西国際空港案内 ☎455-2500

関空展望ホール「Sky View」
“そらやんとゆかいな仲間たち”「そらやん」が
人気キャラクターたちと豪華コラボ！
　関空展望ホール「Sky View」にて、関西エア
ポートグループ公式キャラクター「そらやん」と、人
気ゆるキャラとの豪華コラボレーションイベントを
開催します。だれもが知っているあの有名キャラク
ターや、泉州地域のご当地ゆるキャラたちが週替
わりで登場！貴重なショットを毎回ご覧いただけま
す。キャラクターショーやグリーティング、抽選会な
ど、盛りだくさんのコンテンツでお送りする予定で
す。詳細なスケジュールや、登場する仲間たちに
ついては関空展望ホールのホームページにて随
時お知らせいたしますので、ぜひチェックしてみて
ください。たくさんのご来場お待ちしております！
▶日程／10月14日（月・祝）～11月24日（日）の間
の土曜日・日曜日
▶場所／関空展望ホール「Sky View」

関西国際空港からのお知らせ

@Kansai Airports SORAYAN

HPぜひ
チェックしてやん
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〈開催場所・予約・問合せ〉
保健センター ☎492-2424・2425健 康 スケジュール

事業名 対象・定員等 日時・受付 場所・その他

BCG予防接種
生後3か月～12か月に至るまでに1
回接種（標準接種期間生後5か月〜
8か月）

11月22日（金）
13時45分〜14時15分 ▶場所／保健センター

特定健診
①国保加入者で満40歳以上〜74歳
以下の方
②満40歳以上の生活保護世帯の方

11月29日（金）
9時30分〜11時30分

▶場所／文化センター・青
少年センター
※�肝炎ウイルス検査以外は

要予約

国保若年特別健診 昭和55年4月1日以降に生まれた方
で満15歳以上の国保加入者

後期高齢者健診 後期高齢者医療の対象者

結核肺がん検診 満40歳以上の方

肝炎ウイルス検査 満40歳以上の方（初回に限る。）

大腸がん検診 満40歳以上の方

11月26日（火）
9時30分〜14時30分

▶場所／文化センター・青
少年センター

（注2）
※�要予約

11月29日（金）
9時30分〜11時30分

子宮がん検診 満20歳以上の方 11月26日（火）
13時〜14時30分

▶場所／文化センター・青
少年センター
※�費用500円（注1）
※�要予約

乳がん検診 満40歳以上の方（2年に1回） 11月26日（火）
9時30分〜14時30分

▶場所／文化センター・青
少年センター
※�費用500円（注1）
※�要予約

骨粗しょう症検診 満40歳以上の方 11月26日（火）
9時30分〜11時30分

▶場所／文化センター・青
少年センター
※�費用500円（注1）
※�要予約

※「保健師健康相談」は「各種相談」のページ（25P）に掲載しています。※毎月10日までの健康スケジュールは前月号に掲載しています。詳しくは「健
康づくり日程表 2019.4月〜2020.3月」でお知らせしていますので、1年間大切に保管して健康づくりにお役立てください。

（注1）生活保護世帯または70歳以上の方は無料となります。
（注2）検診に必要な検査容器を配布しますので、提出日の１週間前までに保健センターへお越しください。（閉庁日除く。）

申請はもうおすみですか？ ～プレミアム付商品券～
　令和元年10月から消費税率が10%になりました。
　消費税の引き上げに際し、所得の低い方々への
影響を緩和、地域における消費を喚起・下支えす
ることを目的として、低所得者向けのプレミアム付
商品券を発行しています。
※対象者と見込まれる方にご案内と申請書を7月
下旬以降にお送りしております。
　プレミアム付商品券を購入いただくには、申請が

必要です。
　申請書の提出後、審査を経て、プレミアム付商
品券購入引換券が送付されます。
　申請期間は11月29日までとなっております。期
間を過ぎますとプレミアム付商品券の購入申請が
できなくなりますのでご注意ください。
▶問合せ／岬町プレミアム付商品券担当 ☎468-
9692
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▼
問
合
せ
／
自
然
散
策
会
・
故
里

歴
史
研
究
会 

木
下
☎
４
７
９

−

８
７
１
０
、高
木
☎
４
９
２

−

３

３
０
７

※
次
回
は
来
年
１
月
25
日（
土
）

俎
石
山
・
大
福
山
コ
ー
ス

　

本
年
に
お
け
る
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
お
よ

び
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
生
徒

に
対
す
る
表
彰
式
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
１
日（
日
）13
時

30
分
～

▼
会
場
／
関
西
テ
レ
ビ
放
送 

な

ん
で
も
ア
リ
ー
ナ（
大
阪
市
北
区

扇
町
二
丁
目
1
番
7
号
）

▼
内
容
／
本
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

者
に
対
す
る
賞
状
・
副
賞
の
授
与

（
表
彰
式
終
了
後
に
、人
権
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。）

▼
定
員
／
約
３
０
０
名

▼
申
込
方
法
／
予
約
不
要
・
入
場

料
無
料

▼
問
合
せ
／
大
阪
法
務
局
人
権

擁
護
部
第
三
課 

☎
06

−

６
９
４

２

−

９
４
９
２

　

野
鳥
が
好
き
な
人
！
鳥
の
こ
と

を
い
っ
ぱ
い
知
り
た
い
人
！
ち
ょ
っ

と
だ
け
興
味
が
あ
る
人
！
み
ん
な

集
ま
れ
ー
！
公
園
の
自
然
の
中
で

遊
び
な
が
ら
鳥
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

▼
主
催
／
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

管
理
事
務
所

▼
日
時
／
11
月
23
日（
土
）13
時

～
15
時（
雨
天
決
行
）

▼
持
ち
物
／
防
虫
対
策（
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、運
動
靴
、虫
よ
け
等
）

▼
集
合
場
所
／
せ
ん
な
ん
里
海

公
園「
し
お
さ
い
楽
習
館
」

▼
定
員
／
30
名 

※
幼
稚
園
～
小

学
生（
親
子
同
伴
）

▼
講
師
／
特
定
非
営
利
活
動
法

人 

体
験
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

自

然
体
験
指
導
員

▼
参
加
費
／
無
料（
駐
車
場
代
別

途
６
４
０
円
）

▼
申
込
み
／
11
月
５
日（
火
）10

時
よ
り
先
着
順

▼
問
合
せ
／
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

管
理
事
務
所 

☎
４
９
４

−

２
６
２

６
、
４
９
４

−

２
６
８
８

　

大
阪
府
で
は
働
き
方
改
革
関

連
法
の
施
行
を
ふ
ま
え
、本
年
11

月
の「
ノ
ー
残
業
デ
ー
、ワ
ー
ク・
ラ

イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
推
進
月
間
」に
合

わ
せ
て「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
５
日（
火
）13
時

30
分
～
16
時
15
分

▼
場
所
／
大
阪
府
男
女
共
同
参

画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
ド
ー
ン
セ

ン
タ
ー
）７
階
ホ
ー
ル

▼
対
象
／
府
内
企
業
の
経
営
者
、

人
事
・
労
務
担
当
者
、そ
の
他
関

心
の
あ
る
府
民
の
方

▼
定
員
／
２
０
０
人（
申
込
先
着

順
）

▼
内
容
／
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
先
進
的
に
取

り
組
む
中
小
企
業
の
事
例
紹
介
）

▼
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
総
合
労
働

事
務
所 

地
域
労
政
課 

☎
06

−

６
９
４
６

−

２
６
０
４
、

06

−

６
９
４
６

−

２
６
３
５
、

sogorodo@
sbox.pref.osaka.

lg.jp

11月の
イベント・
催し情報

11月30日までの日程は
カレンダー（24ページ）に

掲載しています。

▼
日
時
／
11
月
16
日（
土
）10
時

～
14
時

▼
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー
、青
少

年
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
人
権
と
文
化
を
テ
ー
マ

に
、午
前
中
は
各
サ
ー
ク
ル
の
日

常
活
動
の
発
表
、午
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
で
模
擬
店

を
開
催
し
ま
す
。

▼
主
催
／
第
42
回
岬
町
人
権
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
問
合
せ
／
文
化
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

０
３
０
４

　

発
表
会
も
４
回
目
と
な
り
、だ

ん
だ
ん
と
進
化
し
つ
つ
あ
る
姿
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。来
場
者
も

参
加
者
も
、盛
り
上
が
り
楽
し
い

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

20
名
近
い
部
員
が
、フ
ォ
ー
ク
、

ポ
ッ
プ
ス
、ジ
ャ
ズ
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
17
日（
日
）

12
時
30
分
開
場
、13
時
開
演

終
了
は
16
時
頃
の
予
定

▼
場
所
／
淡
輪
公
民
館 

※
入
場

無
料

▼
問
合
せ
／
軽
音
楽
ク
ラ
ブ 

髙

瀬 

☎
４
７
４

−

７
５
３
５

▼
日
時
／
11
月
16
日（
土
）７
時

30
分（
深
日
港
駅
前
）、7
時
40
分

（
岬
公
園
）、７
時
50
分（
淡
輪
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
） 

※
雨
天
中
止

▼
コ
ー
ス
／
川
合
～
遊
歩
道
入
口

～
み
た
ら
い
橋
～
み
た
ら
い
渓
～

観
音
峯
登
山
口 

※
歩
行
時
間
約

２
時
間
、約
５
キ
ロ
の
行
程

▼
参
加
費
／
バ
ス
代
４
０
０
０
円
、

一
般
の
方
は
保
険
等
３
０
０
円

▼
服
装
・
持
ち
物
／
長
袖
長
ズ
ボ

ン
、帽
子
、手
袋
、弁
当
、水
筒
、雨

具
、ス
ト
ッ
ク

▼
申
込
み
／
11
月
10
日（
日
）ま
で

第
42
回 

岬
町

人
権
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

第
４
回
み
さ
き

軽
音
楽
ク
ラ
ブ
発
表
会

11
月
の
散
策
会

～
天
川
川
合
か
ら

み
た
ら
い
渓
谷
へ
～

「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ

ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の

ご
案
内

第
67
回

中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

秋
の
親
子
し
ぜ
ん
体
験
会 

み
ん
な
で

鳥
博
士
に
な
ろ
う
！
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岬
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
ア

マ
チ
ュ
ア
合
唱
団
、全
21
団
体
が

一
堂
に
会
し
て
日
頃
の
練
習
成
果

を
披
露
し
ま
す
。女
声
合
唱
団
、

男
声
合
唱
団
、混
声
合
唱
団
と
編

成
の
異
な
る
各
コ
ー
ラ
ス
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。当
日
は
入
場
無

料
で
す
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
23
日（
土
・
祝
）12

時
30
分
開
場
、13
時
開
演

▼
会
場
／
エ
ブ
ノ 

泉
の
森
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

▼
主
催
／
泉
南
地
区
合
唱
連
盟

▼
後
援
・
協
力
／
一
般
財
団
法
人

泉
佐
野
市
文
化
振
興
財
団

▼
問
合
せ
／
二
澤 

☎
０
９
０

−

３
８
４
３

−

９
８
８
１

▼
日
時
／
○
パ
ン
の
製
造
販
売

業
：
11
月
20
日（
水
）14
時
～

○
漬
物
の
製
造
販
売
業
：
12
月

３
日（
火
）14
時
～

○
飲
食
店
：
11
月
11
日（
月
）14

時
30
分
～
、１
月
22
日（
水
）14
時

～（
２
回
と
も
同
じ
内
容
）

▼
開
催
場
所
／
泉
佐
野
保
健
所

３
階
講
堂（
飲
食
店
11
月
11
日
の

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
で
は
、福

祉
関
係
求
人
の
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。ま
た
、「
介
護
の
日
」

で
あ
る
11
月
11
日
に
は
、「
は
じ
め

よ
う
！
介
護
の
お
仕
事
」と
題
し
、

仕
事
内
容
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。（
セ
ミ
ナ
ー
の
み
へ
の
参
加

も
可
能
で
す
。）

▼
日
時
／
11
月
６
日（
水
）14
時

～
16
時（
面
接
会
）

11
月
11
日（
月
）10
時
～
11
時
30

分（
セ
ミ
ナ
ー
）、14
時
～
16
時（
面

接
会
）

▼
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野

泉
佐
野
市
上
町
２

−

１

−

20（
南

海
本
線
泉
佐
野
駅
徒
歩
７
分
）

▼
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐

野 

職
業
相
談
部
門 

☎
４
６
３

−

０
５
６
５（
部
門
コ
ー
ド
41
♯
）

〜
森
か
ら
の
贈
り
物
で
手
作
り
ク

リ
ス
マ
ス
♪
〜

▼
日
時
／
12
月
７
日（
土
） 

①
②
は

10
時
〜
12
時
、③
は
13
時
〜
15
時

▼
内
容
／
①
森
の
小
枝
の
ク
リ
ス

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
は
、職

業
訓
練
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま

す
。モ
ノ
づ
く
り
・
事
務
系
・
介
護

等
の
分
野
の
職
業
訓
練
校
に
直

接
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
６
日（
水
）13
時

～
16
時

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
、体
験
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
：
14
時
～
16
時

○
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
わ
か
る
セ
ミ
ナ
ー
：
13
時
～

14
時

○
モ
ノ
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
：
14
時

15
分
～
15
時
15
分　

▼
場
所
／
泉
佐
野
商
工
会
議
所

泉
佐
野
市
市
場
西
３

−

２

−

34

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
、体
験
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
：
４
階
さ
く
ら
ホ
ー
ル

○
セ
ミ
ナ
ー
：
２
階
第
１
研
修
室

（
南
海
本
線
泉
佐
野
駅
徒
歩
５

分
）

▼
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐

野
職
業
相
談
部
門 
☎
４
６
３

−

０
５
６
５（
部
門
コ
ー
ド
43
♯
）

　

泉
南
地
区
の
岸
和
田
市
か
ら

マ
ス
ツ
リ
ー
＆
丸
太
を
切
っ
て
サ

ン
タ
を
作
ろ
う
！（
う
み
べ
の
森

を
育
て
る
会
） 

先
着
15
家
族

②
ユ
ー
カ
リ
香
る
爽
や
か
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス（
ハ
ー
ブ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
香

の
会
） 

先
着
15
名

③
森
か
ら
の
贈
り
物
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
お
正
月
飾
り（
せ
ん
な
ん
里
海

公
園
管
理
事
務
所
） 

先
着
15
名

（
対
象
：
５
歳
以
上
）

▼
申
込
み
／
11
月
８
日（
金
）10

時
〜
電
話
に
て
受
け
付
け
。（
先

着
順
） 
※
参
加
者
全
員
の
お
名
前

と
子
ど
も
の
年
齢
、電
話
番
号
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
／
各
イ
ベ
ン
ト
２
０
０

円（
駐
車
料
金
無
料
）

▼
問
合
せ
／
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

管
理
事
務
所 

☎
４
９
４

−

２
６

２
６

み
、阪
南
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
） 

※
参
加
費
無
料

▼
問
合
せ
／
泉
佐
野
保
健
所
食

品
衛
生
課 

☎
４
６
４

−

９
６
８
８

　

Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、泉
州
地
域
の
観

光
振
興
・
魅
力
発
信
の
一
環
と
し

て
、海
の
幸
、山
の
幸
が
豊
富
な
泉

州
地
域
13
自
治
体（
Ｇ
13
）の
味

自
慢
が
一
堂
に
会
す
る「
Ｇ
13
泉

州
グ
ル
メ
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま

す
。泉
州
地
域
の
味
自
慢
が
大
集

合
！
海
の
幸
・
山
の
幸
が
豊
富
な

泉
州
地
域
な
ら
で
は
の
地
元
グ
ル

メ
を
食
べ
尽
く
そ
う
！
Ｇ
20
で
も

提
供
さ
れ
た
ア
ノ
食
材
も
登
場
し

ま
す
！

▼
日
時
／
11
月
24
日（
日
）11
時

～
16
時

▼
場
所
／
さ
か
い
利
晶
の
杜（
堺

市
堺
区
宿
院
町
西
2
丁
1
番
1

号
）

▼
問
合
せ
／（
一
社
）Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州

ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

☎
４
３

６

−

３
４
４
０

食
品
事
業
者
向
け
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
！（
事
前
申
込
）

『
ホ
ッ
と
な
手
作
り

教
室
』参
加
者
募
集

「
介
護
就
職
デ
イ
」を

開
催
し
ま
す
！

「
職
業
訓
練
ガ
イ
ダ
ン
ス

ｉｎ

泉
佐
野
」を
開
催
し
ま
す
！

第
34
回
泉
南
地
区

合
唱
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

Ｇ
13（
グ
ル
メ
・
サ
ー

テ
ィ
ー
ン
）

泉
州
グ
ル
メ
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
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　親子で気軽に遊びに来てください。子どもたちは、「見て・触
れて・感じて!」いろんな事を学びます。保護者のみなさんと一緒
に悩み・考え・学びながら子育てを楽しみましょう。そして大切な
子どもたちを地域で温かく見守り育てていきましょう。

地域の子育て
応援します!

親子の交流・仲間づくりの場
出張ほのぼのクラブ

　親子の交流、仲間づくりの場としてご利用ください。
▶日時／11月13日（水）10時30分〜11時30分
保育士によるふれあい遊びがあります。
11月27日（水）10時30分〜11時30分
わらべ唄遊び、絵本等の紹介と栄養士による栄養相談。
▶場所／望海坂第1集会所
▶参加費／参加費として１家族につき年間300円いた
だきます。（令和2年3月末まで）
▶問合せ／保健センター ☎492-2424

▶日時／11月20日（水）10時30分～11時30分
▶場所／子育て支援センター
▶対象／1歳児〜就学前児
▶内容／クリスマスの帽子作り
▶持ち物／着替え・お茶・タオル
※警報発令時は中止です。
▶問合せ／多奈川保育所 ☎495-5030

幼児教室のお知らせ 園庭遊びのお知らせ

▶日時／11月26日（火）10時～11時
▶場所／淡輪・深日・多奈川保育所
▶内容／園庭遊び・子育て相談（身体計測もあります。）
▶持ち物／着替え・帽子・お茶・タオル
▶駐車場／各保育所にお問い合わせください。
※雨天時は、中止です。
▶問合せ／各保育所 ○淡輪保育所 ☎494-3567（FAX
共） ○深日保育所 ☎492-4955（FAX共） ○多奈川保育
所 ☎495-5030（FAX共）

○らくがきクラブ
▶日時／11月10日（日）14時〜15時　
※道具はいりません。
※汚れてもよい服装で来てください。
※申し込みは不要です。

アップル館からお知らせ

※休館日は岬だよりのカレンダーかアップル館ホームページをご覧ください。
▶問合せ／アップル館 ☎492-6050（FAX共）

　秋は気候が良く、何をしても楽しい季節です。食欲の秋、行楽の秋、文化の秋と共に読書の秋とも言われ
ています。秋の夜長にテレビを消して、ご家族で読書タイムはいかがでしょう。

○親子で楽しむ“わらべうた”
▶日時／11月24日（日）14時〜14時30分
▶対象／0歳〜1歳
○定例おたのしみ会
▶日時／11月30日（土）14時〜15時
▶内容／手づくり工作他

　町内のこどもを犯罪から守るため、みなさまのご協力
をお願いします。
※地域安全ボランティアの登録は随時受け付けしていま
すので、登録を希望される方は下記ま
で、ご連絡をお願いします。
▶問合せ／生涯学習課 ☎492-2715

毎月8日は『こども安全デー』です!
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図書室だより 本の紹介

　淡輪公民館では、大阪府立中央図書館の
本も借りることができます。お気軽にリクエスト
ください。

▶淡輪公民館・図書室 ☎494-0300

カザアナ	 著者:森 絵都

夏の騎士	 著者:百田 尚樹 

いけない	 著者:道尾 秀介

本のリクエストを受け付けています。

『ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心』
（全国統一防火標語）
　今年も11月9日（土）〜15日（金）の一週間、秋の
全国火災予防運動が実施されます。
　この運動は、住民のみなさまに、防火防災に関す
る意識や行動力を高めていただくことにより、火災
の発生を防ぎ、万一発生した場合にも被害を最小
限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守るこ
とを目的にしています。
　消防本部では期間中、事業所への立入検査や
防火広報を行いますので、安全で火災のないまち
づくりにご協力をお願いします。

▶問合せ／泉州南広域消防本部 警防部 予防課 
☎469-0886（直通）、 460-2119

　「119番の日」は消防に対する正しい理解と認
識をさらに深めるとともに、防火意識の高揚、地
域ぐるみの防災体制の確立を目的として、昭和
62年に総務省消防庁が制定したものです。

▶問合せ／泉州南広域消防本部 警防部指揮
司令課 ☎469-0119、 464-1990

秋の全国火災予防運動

毎年１１月９日は「１１９番の日」です

岬消防署
ダイヤル119

〜住宅防火 いのちを守る 7つのポイント〜
＜3つの習慣＞
◯寝たばこは、絶対やめましょう。
◯�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用

しましょう。
◯�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消し

ましょう。
＜4つの対策＞
◯�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

しましょう。
◯�寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため

に、防炎品を使用しましょう。
◯�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等

を設置しましょう。
◯�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近

所の協力体制をつくりましょう。

〜命をつなぐ119番〜
次の5点をもう一度、再確認しましょう。
①119番をかける場合は、まず「火災」「救急」「救助」
の種別と「住所」を伝えてください。場所の特定ができ
ればその時点で消防車、救急車を出動させることが
可能となります。
②携帯電話から119番をかけた場合は、固定電話や
公衆電話と異なり、場所の特定に時間を要する場合
がありますので、近くに固定電話がある場合は、固定
電話からの119番を優先してください。
③119番で災害発生場所等の問い合わせを行うこ
とで、他の119番が受信できなくなるため、災害発生
場所等の問い合わせについては、自動音声案内（☎
463-0009）のご利用をお願いします。
④病院照会は、119番ではなく指揮司令課（☎469-
0119）までお問い合わせください。
⑤目の前で火災や事故が発生した場合は、気が動転
し興奮した状態になりがちです。落ち着いた119番通
報を心掛けてください。 
☆消防は119番・警察は110番・海上保安庁（海の事
故）は118番
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お らし せ
固
定
資
産
税〈
第
４
期
分
〉

▼
納
期
限
／
12
月
２
日 （
月
）

　

納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
願
い
ま
す
。

　

銀
行
口
座
振
替
ま
た
は
郵
便

局
自
動
払
込
を
ご
利
用
の
方
は
、

預
貯
金
残
高
を
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。振
替
日
ま
た
は
払
込
日
は
、

12
月
２
日（
月
）で
す
。

▼
問
合
せ
／
税
務
課
納
税
係 

☎

４
９
２

−

２
７
６
５

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」と
は
、平

成
31
年
中（
平
成
31
年
１
月
１

日
〜
令
和
元
年
12
月
31
日
）に

納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
額
を
証
明
す
る
書

類
で
す
。年
末
調
整
・
確
定
申
告

の
際
に
、国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
場
合
に
は
、こ
の
控
除
証
明

書
や
領
収
証
書
を
申
告
書
に
添

付
す
る
こ
と
等
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期
に
つ

い
て
は
、平
成
31
年
１
月
１
日
〜

令
和
元
年
９
月
30
日
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、令
和

元
年
11
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
ま

す
。ま
た
、令
和
元
年
10
月
１
日

〜
12
月
31
日
に
初
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、令
和
２
年
２
月
上
旬
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、配
偶
者
や
ご
家
族
の
負

担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
と
き
は
、納
め
た
方
が
そ

の
保
険
料
額
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
の
際
は
、ご
自
身
の

社
会
保
険
料
と
合
わ
せ
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の

ご
照
会
は
、控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
ね
ん
き
ん

加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
／
月
～
金
曜
日
８

時
30
分
～
19
時
、第
２
土
曜
日 

９
時
30
分
～
16
時

※
第
２
土
曜
日
を
除
く
祝
日
、12

月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０

−

０
０
３

−

０
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※「
０
５
０
」か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合 

☎
03

−

６

６
３
０

−

２
５
２
５
、保
険
年
金

課 

☎
４
９
２

−

２
７
０
５

　
税

11
月
の
納
税

　第2期分の納期限は、12月2日（月）です。期限
内に納付していただきますよう、よろしくお願いし
ます。
※第2期分の納付書は、第1期分の納付書に同
封しています。年間の税額が1万円以下の場合、
第2期分の納付書はありません。口座振替をご
利用の場合、納付書はお送りしていません。
※納付書を破損・紛失された場合は、府税事務
所へお問い合わせください。
※個人事業税は、納税通知書に記載の金融機
関や大阪府内の郵便局の他、コンビニエンススト
ア等、府税事務所でも納付することができます。
また、府税収納を取り扱う金融機関（ゆうちょ銀
行を除く。）のPay-easy（ペイジー）による納付

や、スマートフォン決済アプリ「PayB」を利用して
納付することもできます。
※口座振替をご利用いただくと納期限の日に指
定の預金口座から振り替えられます。（お申し込
みから概ね3ケ月後の納付分から口座振替が開
始されます。）
※お問い合わせは、各府税事務所
までお願いします。
※納付方法等の詳細は、大阪府
ホームページ『府税あらかると』をご
覧ください。

▶問合せ／大阪府泉南府税事務所 ☎439-3601

個人事業税のお知らせ

検 索検 索府税あらかると ©2014
大阪府もずやん

年　
金

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す
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2020年農林業センサスにご協力ください
　令和2年2月1日現在で、全国一斉に“農林業
の国勢調査”といわれる「2020年農林業センサ
ス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるた
めに5年ごとに実施される極めて大切な調査です。

　令和元年12月中旬から農林業を営んでいるみなさ
まのところに調査員が訪問して、調査票
に農林業の経営状況などの記入をお願
いしますので、ご協力をお願いします。
▶問合せ／総務課 ☎492-2721

▼
日
時
／
１
月
12
日（
日
）11
時

～
15
時
30
分

▼
場
所
／
大
阪
府
谷
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

−

４

−

13（
大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線
・
長
堀

鶴
見
緑
地
線「
谷
町
六
丁
目
」駅

下
車 

⑥
番
出
口
徒
歩
４
分
）

▼
内
容
／
○
第
一
部
：
式
典

○
第
二
部
：
新
成
人
を
囲
ん
で

の
懇
親
会
な
ど

▼
参
加
費
／
新
成
人
、新
成
人

の
親
、聴
覚
支
援
学
校
在
校
生

は
無
料
。そ
の
他
の
参
加
者
で
式

典
後
の
懇
親
会
に
つ
い
て
は
２
０

０
０
円

▼
締
切
／
１
月
７
日（
火
）

▼
申
込
み
方
法
／
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
／
公
益
社
団
法
人 

大
阪

聴
力
障
害
者
協
会
、大
阪
市
聴
言

障
害
者
協
会

▼
申
込
み・
問
合
せ
／
公
益
社
団

■
自
衛
官
候
補
生

○
所
要
の
教
育
を
経
て
、３
ヶ
月

後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

▼
応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有

す
る
18
歳
以
上
32
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間
／
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
試
験
期
日
／
受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
自
衛
隊
大
阪
地
方

協
力
本
部 

岸
和
田
地
域
事
務
所 

☎
４
２
６

−

０
９
０
２

①
受
領
委
任
制
度
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、施
術
者
が
患
者

に
対
し
て
行
っ
た
施
術
に
係
る
料

法
人 

大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事

務
局 

中
野 

☎
06

−

６
７
６
１

−

１
３
９
４
、
06

−

６
７
６
８

−

３
８
３
３

■
高
等
工
科
学
校
生
徒

○
高
校
同
等
教
育
：
修
学
年
限

３
年
、高
卒
資
格
取
得

○
特
別
職
国
家
公
務
員
の
身
分

と
待
遇
：
期
末
手
当
年
２
回
・
週

休
２
日
制
、祝
日
、年
末
年
始
休

暇
等
・
被
服
類
、寝
具
、食
事
、宿

舎
費
は
無
料

○『
学
び
』が
仕
事
：
中
堅
技
術

者
育
成

▼
応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有

す
る
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）、17

歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間
／（
推
薦
）11
月
１

日
～
11
月
29
日
、（
一
般
）11
月
１

日
～
２
０
２
０
年
１
月
６
日

▼
試
験
日
／（
推
薦
）２
０
２
０

年
１
月
５
日（
日
）、６
日（
月
）

※
右
記
日
程
の
指
定
す
る
１
日

（
一
般
）２
０
２
０
年
１
月
18
日

（
土
）

金
に
つ
い
て
、患
者
か
ら
一
部
負
担

金
に
相
当
す
る
額
を
受
け
取
る
と

と
も
に
、患
者
か
ら
療
養
費
の
受

領
に
つ
い
て
委
任
を
受
け
る
こ
と

で
、患
者
に
代
わ
っ
て
療
養
費
支

給
申
請
書
を
保
険
者
に
提
出
し
、

療
養
費
を
受
け
取
る
と
い
う
制
度

で
す
。

②
受
領
委
任
制
度
を
取
り
扱
っ
て

い
な
い
施
術
所
で
は
り
、き
ゅ
う
、

あ
ん
摩
・マッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受

け
る
と
き

　

い
っ
た
ん
、窓
口
で
全
額（
10

割
）お
支
払
い
い
た
だ
き
、被
保
険

者（
患
者
）が
直
接
岬
町
役
場
に

療
養
費
の
支
給
申
請
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
施
術
所
の
取
り
扱
い
状
況

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
療
養
費
の
支
給
申
請
時
に
必

要
な
も
の

　

療
養
費
の
支
給
申
請
時
に
は
、

施
術
を
受
け
た
際
の
領
収
書
や

文
書
に
よ
る
医
師
の
同
意
、保
険

証
、印
鑑
、通
帳
等
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
／
保
険
年
金
課 

☎
４

９
２

−

２
７
０
５

募　
集

自
衛
官
等
募
集

福　
祉

令
和
二
年

大
阪
ろ
う
あ
成
人
式

そ
の
他

は
り・き
ゅ
う・あ
ん
摩・

マッ
サ
ー
ジ
の
施
術
に
係

る
療
養
費
の
受
領
委
任

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

19 令和元年（2019年）11月号



　
「
犯
人
に
似
た
人
を
見
か
け

た
」な
ど
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
。あ
な
た
の
情
報

が
犯
人
逮
捕
の
カ
ギ
に
な
り
ま

す
。指
名
手
配
犯
人
の
逮
捕
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
配
情
報
は
、府
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
携
帯
サ
イ
ト
で
公
開
中

で
す
。

○
大
阪
府
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.police.pref.

osaka.lg.jp/jiken/w
anted/

index.htm
l

▼
問
合
せ
／
泉
南
警
察
署 

☎
４

７
１

−

１
２
３
４

　

Ｓ
マ
ー
ク
は
法
律
で
定
め
ら

れ
た
消
費
者
保
護
の
た
め
の
制

度
で
す
。Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は

S
tandard

（
安
心
）、Safety

（
安
全
）、Sanitation

（
清
潔
）

を
消
費
者
の
み
な
さ
ま
に
お
届

け
し
ま
す
。

　

理
容
・
美
容
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・

め
ん
類
飲
食
・一
般
飲
食
店
の
お

店
が
対
象
で
す
。

　

Ｓ
マ
ー
ク
を
登
録
さ
れ
た
お
店

は
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
特
別

利
率
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

生
活
衛
生
同
業
組
合
へ
の
加

入
が
必
要
で
す
。日
本
政
策
金
融

公
庫
事
業
資
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０

−

１
５
４

−

５
０
５

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ま
た
は
☎
06

−

６
９
４
３

−

５
６
０
３

１１
月
は「
Ｓ
マ
ー
ク（
標

準
営
業
約
款
制
度
）」

の
普
及
登
録
促
進
月

間
で
す
！

お らし せ

野焼き行為は禁止されています
　一般家庭から出るごみや産業廃棄物、建築廃
材などを野外で焼却する「野焼き行為」は、一部の
例外を除いて法律により禁止されています。
　風向きや風速によっては、煙が広範囲に広がり、

「煙が入ってきて窓が開けられない」、「洗濯物に

■野焼き禁止の例外

※ただし、例外であっても焼却によって、周辺住民等から苦情が生じる場合は、直ちに消火していただくこと
になります。

悪臭が染み付く」などの苦情が数多く寄せられてい
ます。田畑の雑草等は、袋に入れて持ち帰り可燃
ごみ収集日に出してください。
▶問合せ／生活環境課 生活環境係 ☎492-
2714

例外として認められるもの 具体例

国や地方公共団体がその施設の管理を行うため
に必要な焼却

○河川管理者などが河川の管理を行うために伐採
　した草木などの焼却

震災、風水害、火災、凍霜害その他災害の予防、応
急対策または復旧のために必要な焼却

○災害等の応急対策
○火災予防訓練

風俗習慣上または宗教上の行事を行うためのもの ○正月の「しめ縄、門松」をたく行事
○塔婆の供養焼却

農業、林業を営むためにやむを得ないもの ○農業者が行う稲わらなどの焼却
○林業者が行う伐採した枝木などの焼却

たき火など日常生活を営む上で通常行われる軽微
なもの

○暖をとるためのたき火
○キャンプファイヤー

Sマーク

泉
南
警
察
署
で
は
、

指
名
手
配
犯
人
の

追
跡
捜
査
を

強
化
し
て
い
ま
す

あっ似てる
思えばすぐに110番
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　令和元年11月5日から、住民票、印鑑登録証明
書、マイナンバーカードおよび公的個人認証の署
名用電子証明書へ、旧氏（旧姓）を併記することが
できます。
　これにより、婚姻等により氏に変更があった場合
でも、従来称してきた氏を住民票等に記載し、公的
に証明することができます。
　希望される方は、住民課窓口にて、住民票に旧
氏（旧姓）を記載するための手続きを行ってくださ
い。手続きは令和元年11月5日より開始します。
　詳しくは住民課窓口までお問い合わせください。

〜野焼き・野積み・不法投棄、しない！させない！
許さない！〜
　廃棄物の野焼き、崩れそうなほどに積み上げる
野積み、不法投棄は、「廃棄物の処理および清掃
に関する法律」で禁止されています。これらを見つ
けたら、市町村、大阪府または警察に通報してく
ださい。また、土地の所有者・管理者は管理を徹
底し、野積みや不法投棄をされない環境を整えま

■手続きに必要なもの
①旧氏が記載された戸籍謄本等（旧氏（旧姓）が
記載されている戸籍謄本等から現在の氏が記載
されている戸籍に至るまでの、関係するすべての
戸籍謄本等が必要になります。）
②本人確認書類（運転免許
証等。マイナンバーカードを
お持ちの方は不要です。）
③マイナンバーカードまたは
通知カード

▶問合せ／住民課 ☎492-2713

しょう。
▼問合せ／○大阪府泉州農と緑の総合事務所環
境指導課 ☎439-3601（内線228）
○生活環境課 生活環境係
☎492-2714

大阪府最低賃金改正のお知らせ
　10月１日から「大阪府最低賃金」の金額が改正
されました。これにより、使用者は労働者に対して、
次の金額以上の賃金を支払う必要があります。

　大阪府最低賃金は、パート、アルバイト等を含む
すべての労働者に適用されます。

　特定の産業の労働者については、別に「特定最
低賃金」が定められています。
▶問合せ／大阪労働局労働基準部賃金課
☎06-6949-6502
※または最寄りの労働基準監督署にお問い合わ
せください。

時間額 964円

令和元年11月５日から住民票とマイナンバーカードに
旧氏（旧姓）が併記できます

11月は産業廃棄物不適正処理防止
推進強化月間です
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お らし せ

　

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
お
う
吐
や
下
痢
、発
熱
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。し
か
し
、

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、感
染
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
ず
、調
理
時
に
食
品
に
ウ

イ
ル
ス
を
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
、

食
中
毒
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、次
の
点
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
調
理
前
、食
事
前
、ト
イ
レ
の
後

は
石
け
ん
を
使
っ
て
よ
く
手
を
洗

い
、手
拭
き
用
の
タ
オ
ル
は
共
用

し
な
い
。

②
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、中
心

部
分
が
90
℃
以
上
に
な
っ
て
か
ら

90
秒
以
上
加
熱
す
る
。

③
使
用
し
た
調
理
器
具
は
、洗
浄

後
に
熱
湯
を
か
け
る
か
塩
素
系
漂

白
剤
で
消
毒
す
る
。

▼
問
合
せ
／
泉
佐
野
保
健
所
食

品
衛
生
課 

☎
４
６
４

−

９
６

８
８ ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

柔道整復、はり、きゅう、あん摩、
マッサージのかかり方

①整骨院・接骨院で柔道整復師の施術を受ける
とき

［健康保険が使える場合］
骨折、脱臼、打撲および捻挫等（肉ばなれを含
む。）
※骨折・脱臼については、応急手当をする場合
を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要
です。

［施術を受けるときの注意］
○単なる肩こりや筋肉疲労などに対する施術は、
全額自己負担になります。
○柔道整復師が患者に代わって保険請求を行う
ため、施術を受けるときは「療養費支給申請書」
に署名または押印が必要です。その際に、申請書
の施術箇所や回数を確認してください。
○保険医療機関

（ 病 院 、診 療 所
など）で 同じ負
傷 等 の 治 療 中
は、施術を受け
ても保険適用に
はなりません。

②医師が必要と認めた、はり、きゅう、あん摩・マッ
サージの施術を受けるとき

［健康保険が使える場合］
●はり、きゅう
神経痛、リウマチ、頸腕（けいわん）症候群、五十
肩、腰痛症、頸椎（けいつい）捻挫後遺症、その他
慢性的な疼痛を主症とする疾患
●あん摩・マッサージ
筋麻痺・関節拘縮などで、医療上マッサージを必
要とする症例

［施術を受けるときの注意］
○保険の適用には、あらかじめ医師が発行した
同意書または診断書が必要です。
○単なる疲労回復や慰安を目的としたものや、疾
病予防のための施術は全額自己負担になります。
○保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象
疾患の治療を受けている間は、はり、きゅう施術を
受けても保険適用には
なりません。
※柔道整復等の施術
を受けられたときは、医
療費控除の対象となり
ますので、必ず領収書
を受け取りましょう。

　整骨院や接骨院で柔道整復師による施術を受ける場合や、はり、きゅう、あん摩・マッサージを受ける場
合、健康保険を適用できる場合は限られています。医療費の適正化にもつながりますので、適切に受診し
ましょう。

▶問合せ／○大阪府後期高齢者医療広域連合 給付課 ☎06-4790-2031
○保険年金課 ☎492-2705
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▶電話番号／女性の人権ホットライン ☎0570-
070-810
※相談は無料で、秘密は厳守します。
※なお、電話相談以外にも、通年インターネット
でパソコンや携帯電話からも相談を受け付けて
います。
■インターネット人権相談窓口URL
http://www.jinken.go.jp/
▶実施期間／11月18日（月）〜24日（日）

▶受付時間／8時30分～19時
※ただし、11月23日（土）・24日（日）は、10時～17時
▶相談内容／夫・パートナーからの暴力、職場等
におけるセクシュアル・ハラスメント、ストーカー行
為など女性をめぐる様 な々人権問題
▶担当者／人権擁護委員・法務局職員
▶問合せ／大阪法務局人権擁護部 ☎06-6942-
9496

　

毒
キ
ノ
コ
を
誤
っ
て
食
べ
て
し

ま
う
と
、嘔
吐
・
め
ま
い
等
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
、最
悪
の
場
合
、

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、次
の
こ
と
を
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
だ
と
確
信
で
き
な
い
も
の

は
絶
対
に
…「
採
ら
な
い
！
」「
食

べ
な
い
！
」「
売
ら
な
い
！
」「
人
に

あ
げ
な
い
！
」

○
図
鑑
の
写
真
や
絵
、言
い
伝
え

で
勝
手
に
鑑
定
し
な
い
！

○
素
人
判
断
で
野
生
の
キ
ノ
コ
を

採
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
！

○
も
し
、採
っ
た
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

体
調
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、直
ち

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
／
泉
佐
野
保
健
所
生

活
衛
生
室 

食
品
衛
生
課 

☎
４
６

４

−

９
６
８
８

▼
電
話
相
談
／
お
お
さ
か
依
存

症
土
日
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

☎
０
５
７

０

−

０
６
１

−

９
９
９（
毎
週
土
・

日
曜
日
：
13
時
～
17
時
）

「
大
阪
府 

依
存
症 

相
談
」で
検
索

http://kokoro-osaka.jp/

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
地
域
保
健

課 

☎
06

−

６
９
４
４

−

７
５
２
４

世帯数 人口 男 女

世帯／人 7,726 15,780 7,435 8,345

前月比 +115 +115 +60 +55

令和元年10月1日現在人の動き

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る

食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

安
ま
ち
メ
ー
ル
に

登
録
し
て

特
殊
詐
欺
対
策
を
！！

11
月
10
日
〜
16
日
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

啓
発
週
間
で
す
！

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間について
　法務省の人権擁護機関では、「女性の人権ホットライン」を設置し、女性の人権問題の解決に努めてい
るところですが、今般、強化週間として、「女性に対する暴力をなくす運動」期間中の下記期間において実
施します。

おおさか依存症
土日ホットライン

　

安
ま
ち
メ
ー
ル
と
は
、「
犯
罪
の

発
生
状
況
」「
防
犯
対
策
」「
防
犯

イ
ベ
ン
ト
」等
の
情
報
を
お
知
ら

せ
す
る
大
阪
府
警
の
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

安
ま
ち
メ
ー
ル
で
は
、特
殊
詐

欺
情
報
を
配
信
し
て
お
り
、特
殊

詐
欺
の
犯
人
か
ら
の
電
話
＝
ア

ポ
電
の
認
知
が
あ
れ
ば
、時
間
帯

や
地
区
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、安
ま
ち
メ
ー
ル
に
登
録

し
て
、自
主
防
犯
対
策
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
左
記
の
ど
ち
ら
か
で

登
録
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
！！

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
大
阪
府

警
察 

安
ま
ち
メ
ー
ル
」と
検
索

○touroku@
info.police.

pref.osaka.jp
に
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
泉
南
警
察
署
管
内

防
犯
協
会
、泉
南
警
察
署 
☎
４

７
１

−

１
２
３
４
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日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2

と

3〈文化の日〉 4〈振替休日〉 5 6 7 8 9
乳幼児育児健康
相談（10月号）
ワーク・ライフ・バ
ランスシンポジウ
ム（P14）
人権相談、出張福祉
なんでも相談（P25）

介護就職デイ、
職 業 訓 練ガイ
ダンスｉｎ泉佐野

（P15）

消費者相談
（P25）

淡 ア 淡 ア さ 生 歴 淡 ア ピ 生 歴 ア と

10 11 12 13 14 15 16
プレパパプレマ
マ交流会（10月
号）
らくがきクラブ

（P16）

出張ほのぼのク
ラブ（P16）
法律相談、障が
い者出張相談、
出張福祉なんで
も相談（P25）

第42回 岬町 人
権ふれあいまつ
り、11月の散策会

（P14）

ア ピ さ 生 歴 淡 ア 歴 と

17 18 19 20 21 22 23〈勤労感謝の日〉
プレパパプレマ
マ交流会（10月
号）
第４回みさき軽
音楽クラブ発表会

（P14）

人権相談、相続・
遺言相談（P25）

幼児教室（P16）
行 政 相 談 、出
張 福 祉なんで
も相談、生活困
窮に関する相談

（P25）

心の健康相談
（P25）
プレパパプレマ
マ交流会（10月
号）

BCG予防接種
（P13）
第34回泉南地
区合唱フェスティ
バル（P15）

秋の親子しぜん
体験会（P14）

ア ア ピ さ 生 歴 淡 ア 歴 と 淡 ア 生

24 25 26 27 28 29 30
Ｇ1 3（グルメ・
サーティーン）泉
州グルメサミット

（P15）
親子で楽しむ“わ
らべうた”（P16）

発達クリニック
(P25）

各種がん検診
（P13）
園庭遊び（P16）

出張ほのぼのク
ラブ（P16）
法律相談（P25）

特定健診他
各種がん検診

（P13）

定例おたのしみ
会（P16）

ア ピ さ 生 歴 淡 ア 歴 と

淡 =淡輪公民館休館日　ア =アップル館休館日　ピ =ピアッツァ5休館日　 さ =さんぽるた（深日港観光案内所）休所日
生 =生涯学習課（青少年センター・文化センター）休館日　歴 =岬の歴史館休館日　 と =とっとパーク小島休園日
※詳しい内容は掲載ページをご覧ください。（  ）内の数字は掲載ページまたは掲載号

月のカレンダー11
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相談業務名 日時等 場所・予約・問合せ

法律相談（予約制） 11月13日（水）・27日（水）
14時〜17時（定員6名）

○水道庁舎1階会議室
企画地方創生課 ☎492-2775

行政相談 11月20日（水）10時〜12時 ○役場相談室
企画地方創生課 ☎492-2775

障がい者相談
○愛の家「みらい」相談室
24時間対応（夜間は電話対応）

○愛の家「みらい」相談室 ☎494-1200
494-0102／ mirai@ainoie.jp

○障がい者出張相談（要予約）
11月13日（水）13時30分〜15時

○役場相談室
福祉課 ☎492-2700

介護相談 〈平日〉9時〜17時30分 ○岬町社協地域包括支援センター
☎425-9058

教育に関する相談 〈平日〉13時30分〜15時（要予約） ○学校教育課・指導課 ☎492-2719

消費者相談 11月8日（金）13時〜16時 ○役場監査委員室
産業観光促進課 ☎492-2749

人権擁護委員による
人権相談

11月5日（火）・19日（火）
13時30分〜15時

○監査委員室
人権推進課 ☎492-2773

人権協会による
人権相談

月・火・木曜日（祝日は除く）の
9時〜16時（12時〜12時45分は除く）

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

水・金曜日（祝日は除く）の9時〜16時
（12時〜12時45分は除く）

○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

総合生活相談
火・水・木曜日（祝日は除く）の
9時〜16時（12時〜12時45分は除く）

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

金曜日（祝日は除く）の9時〜16時
（12時〜12時45分は除く）

○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

地域就労支援相談
〈平日〉（祝日は除く）の9時〜16時
（12時〜12時45分は除く）

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

月・木曜日（祝日は除く）の9時〜16時
（12時〜12時45分は除く）

○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

障がい者就労・生活相談 〈平日〉9時〜17時 ○NPO法人障害者自立支援センター
☎463-7867／ 463-7890

保健師健康相談 〈平日〉9時〜17時30分 ○保健センター ☎492-2424

乳幼児育児健康相談 12月2日（月）10時〜12時 ○青少年センター
問合せ／保健センター ☎492-2424

発達クリニック（予約制）
11月25日（月）・12月9日（月）
13時15分〜
※小児科医師の相談があります。

○文化センター
対象／乳幼児
問合せ／保健センター ☎492-2424

心の健康相談（予約制） 11月21日（木）・12月6日（金）
10時〜12時 ○保健センター ☎492-2424

育児相談 〈平日〉10時〜16時30分 ○子育て支援センター ☎492-1350

療育相談 〈平日〉10時〜16時30分 ○こぐま園 ☎492-1131

相続・遺言相談（予約制） 11月19日（火）13時〜16時
※行政書士による相談を行います。

○役場相談室　
予約／企画地方創生課 ☎492-2775

出張福祉なんでも相談

○喫茶たまり場（みんなのたまり場）
11月5日（火）11時〜13時
○喫茶めだか組（多奈川小学校）
11月13日（水）13時〜15時
○ふれあい喫茶（深日会館）
11月20（水）10時〜11時30分

○岬町社協地域包括支援センター
☎425-9058
○いきいきネット相談支援センター
☎492-2955（平日相談も受け付けています。）
○岬町社会福祉協議会 ☎492-0633

生活困窮に関する相談
（随時の場合は要予約） 11月20日（水）14時〜16時 ○大阪府岸和田子ども家庭センター 生活

福祉課 はーと・ほっと相談室 ☎441-2760

各 種 相 談

※災害等やむを得ない事情により開催できない場合があります。詳しくはお問い合わせください。

Consultation
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■編集・発行／岬町役場 企画地方創生課　〒599-0392 大阪府泉南郡岬町深日2000-1
■広報に関するご意見・問合せ／☎072-492-2775
    （各課へのお問い合わせは直通番号をご利用ください。）

公式Facebook

〈ホームページ〉http://www.town.misaki.osaka.jp
〈Facebook〉https://www.facebook.com/misakitown

緊
急

・
防

災
情

報
は

、「
お

お
さ

か
防

災
ネ

ット
岬

町
」を

ご
利

用
く

だ
さ

い
!

 http://w
w

w.osaka-bousai.net/m
isaki/index.htm

l
岬

だ
よ

り
●

 
令

和
元

年（
2019年

）11月
1日

発
行

11

エディター 川口

　10月5日（土）、岬町の各小学校で運動会が開催
されました。家族や友達からの声援を受けた児童
たちは、練習の成果を発揮して素晴らしい演技を
披露していました。
▶問合せ／学校教育課 ☎492-2719

まちのできごと

ま
ち
づ
く
り

エ
デ
ィ
タ
ー
通
信

　

ま
ち
づ
く
り
エ
デ
ィ
タ
ー
の
川

口
で
す
。さ
て
、先
日
９
月
14
日
に

当
館
に
て「
ゆ
る
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」を

開
催
し
、多
く
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

道
路
沿
い
に
お
野
菜
な
ど
を
陳
列

す
る
と
、前
の
道
路
を
通
行
さ
れ

た
方
が
車
を
停
め
て
購
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
交
流
館
の
あ
る

場
所
も
、華
や
か
な
駅
前
通
り
で

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
に
は

到
底
お
よ
び
ま
せ
ん
が
、少
し
で

も
賑
わ
い
を
創
造
で
き
れ
ば
と
が

ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。次
回
の「
ゆ

る
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」は
12
月
14
日
開

催
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
16
日
海
風
館
に
て

開
催
の「
な
に
か
や
り
隊
み
さ
き

小
町
」主
催『
海
風
館
de
手
作
り

市
』に
特
別
参
加
し
ま
す
。ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
交
流
館

（
多
奈
川
谷
川
３
４
０
０

−

６ 
多
奈
川
駅
徒
歩
１
分
） 

☎
４
９
２

−

２
７
７
５

vol.12

まちづくりエディターは、まちの地域資源や空き家を活用した事業や移住者支援、農漁業の活性化、
それら事業に関わる広報など地域活性化に向けた事業に取り組んでいます。現在、多奈川駅前の
元旅館を改装したまちづくり交流館で活動しています。まちづくり交流館では貸館事業を行っていま
す。ぜひお越しください。

まちづくり
エディターって？

小学校運動会


